
宗 祖 親 鸞 聖 人 御 誕 生 8 5 0 年  
立教開宗800年
真宗教団連合50周年記念事業 

真 宗 教 団 連 合
第3回 『教行信証』シンポジウム

未来へつなぐ
『教行証文類』
のこころ

真宗高田派　高田会館ホール
三重県津市一身田町2819番地

プ ロ グ ラ ム
13：00　開　会
13：10　基調講演
14：00　休　憩
14：10　シンポジウム
 （途中休憩あり）

15：40　閉　会

会場・アクセス

※「三つの『密』」が発生しない席の配置・換気・施設の消毒等基本的な感染防止対策を施します。
※聴講される方はマスクの着用、咳エチケットのご協力をお願いいたします。
※受付で検温を実施させていただきます。 発熱が確認された場合、聴講をお断りすることが
　ありますので、予めご了承ください。

【 基  調  講  演 】　13：10～

【シンポジウム】　14：10～

講題：「未来を志向する親鸞思想」
講師：末木  文美士 氏
　　    （国際日本文化研究センター名誉教授）
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会場：真宗高田派　高田会館ホール

8月4日（火）
13：00～15：40

入場無料
事前申込制
〈先着90名〉
定員を超えた場合は、
別室での映像配信にて
対応いたします。

コーディネーター：栗原  妙直 氏（真宗高田派・高田短期大学仏教教育研究センター研究員）
パネリスト：塚本  一真 氏（浄土真宗本願寺派総合研究所研究員）
 名和  達宣 氏（真宗大谷派教学研究所所員）
 松山  智道 氏（真宗高田派・高田短期大学仏教教育研究センター長）

新型コロナウイルス感染防止対策

Hope  to the future

すえ　  き　　　  ふ　　み　   ひこ

至名古屋

至松阪・伊勢

主催 　真宗教団連合



出演者プロフィール

末木 文美士氏 （すえき ふみひこ）

真宗教団連合事務総局
【お問合せ先】

〒600-8505
京都市下京区烏丸通七条上ル　真宗大谷派宗務所総務部内
TEL：075-371-9182　FAX：075-371-1214
E-mail：info@shin.gr.jp

ホームページでは、より詳しい内容をご案内しております。
携帯、スマートフォンからのアクセスは、右のQRコードをご利用ください。

1949年山梨県生まれ。東京大学文学部1類卒業。東京大学大学院人文科学研究
科修士課程（印度哲学印度文学専門課程）修了、文学修士。同博士課程単位取得
退学。東京大学文学部教授を経て、現在は国際日本文化研究センター名誉教
授・東京大学名誉教授。著書に、『日本仏教史――思想史としてのアプローチ』、
『日本仏教思想史論考』など多数。

栗原 妙直氏 （くりはら みょうじき）

1983年三重県生まれ。龍谷大学大学院博士課程
単位取得満期退学。現在は高田短期大学仏教教育
研究センター研究員、龍谷大学非常勤講師。博士
（文学）。
論文に、「江戸中期の高田派における復古運動の背
景」など多数。

塚本 一真氏 （つかもと かずまろ）

1977年佐賀県生まれ。龍谷大学大学院文学
研究科博士後期課程単位取得。専門は真宗
教学史。浄土真宗本願寺派総合研究所上級
研究員、京都女子大学非常勤講師。
論文に、「『選択註解鈔』の成立と伝来につい
て」など多数。

名和 達宣氏 （なわ たつのり）

1980年兵庫県生まれ。大阪大学文学部（倫
理学）卒業、大谷大学大学院修士課程（真宗
学）修了。親鸞仏教センター研究員等を経
て、現職。
著書に、『日本宗教史のキーワード――近代
主義を超えて』（共著）、論文に、「親鸞教学と
京都学派の交流する場所――曽我量深を基
点として」など多数。

松山 智道氏（まつやま ちどう）
1961年三重県生まれ。龍谷大学大学院博士
課程満期退学。高田中高等学校教諭を経て、
現在は高田短期大学仏教教育研究センター
長および特任講師。
論文に、「親鸞における転成思想の社会性」
など多数。

基調講演講師 シンポジウムコーディネーター

シンポジウムパネリスト

シンポジウム開催の趣旨

〈 第3回 『教行信証』シンポジウム申込書 〉

以下にご記入のうえ、FAXにてお申し込みください。

FAX：075-371-1214

お名前 ご住所

電話番号 ー　　　　　　ー

（〒　　　ー　　　　）

所属宗派

ふりがな

　中世に親鸞聖人によって著された『顕浄土真実教行証文類』（『教行証文類』あるいは『教行信証』）は、主著として近
世、近代へと受け継がれ、各時代、各派において親鸞聖人像とその思想を明らかにする上で重要な聖教とされてきた。
今日の真宗教義、真宗思想は、『教行証文類』を根底とした近世、近代の教学研究、思想研究の賜物であり、中世を生き
た親鸞聖人のこころを今に伝えている。
　この『教行証文類』に込められた親鸞聖人のこころは、来るべき予測不可能な時代が抱える課題の解決にどのよう
な示唆を与えてくれるのだろうか。本シンポジウムでは中世から現代へと受け継がれる親鸞聖人のこころを明らか
にし、真宗各派が大切に伝持してきた『教行証文類』をいかに未来へと受け継いでいくべきかを問うていきたい。

【真宗教団連合ホームページ】　
https://www.shin.gr. jp/

真 宗 教 団 連 合
昭和44年(1969年)、宗祖親鸞聖人の教えを受け継ぐ真宗教団10派か
らなる連合体として発足。結成50周年を迎えるにあたり、平成30年
（2018年）、「共同宣言」を発表。（詳しくは左記ホームページ参照）

●加盟宗派
　浄土真宗本願寺派（西本願寺）
　真宗大谷派（東本願寺）
　真宗高田派（専修寺）
　真宗佛光寺派（佛光寺）
　真宗興正派（興正寺）

　真宗木辺派（錦織寺）
　真宗出雲路派（毫攝寺）
　真宗誠照寺派（誠照寺）
　真宗三門徒派（専照寺）
　真宗山元派（證誠寺）




